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江
戸
時
代
の
離
婚
を
モ
チ

か
け

こ

ー
フ
に
し
た
映
画
『
駆
込
み

か
け

だ

女
と
駆
出
し
男
』
〈
松
竹
、

５
月
１６
日
か
ら
全
国
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
〉
の
劇
場
用
プ
ロ
グ

た
だ
し

ラ
ム
に
、
高
木
侃
元
法
学
部

教
授
に
よ
る
解
説
文
と
豆
知

識
が
５
㌻
に
わ
た
っ
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

原
案
は
『
東
慶
寺
花
だ
よ

り
』（
井
上
ひ
さ
し
著
）。
映

画
は
、
江
戸
幕
府
公
認
の
縁

切
寺
だ
っ
た
東
慶
寺
（
神
奈

川
県
鎌
倉
市
）
を
舞
台
に
、

大
泉
洋
さ
ん
演
じ
る
離
縁
調

停
人
・
中
村
信
次
郎
の
奮
闘

と
、
駆
け
込
ん
で
く
る
女
性

た
ち
の
明
る
く
た
く
ま
し
い

姿
を
描
い
て
い
る
。

東
慶
寺
と
と
も
に
縁
切
寺

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
満

徳
寺
（
群
馬
県
太
田
市
）
の

資
料
館
で
、
名
誉
館
長
を
務

め
る
高
木
元
教
授
は
「
三
く

だ
り
半
と
縁
切
寺
」
研
究
の

第
一
人
者
。
井
上
ひ
さ
し
は

同
教
授
の
著
書
に
想
を
得
て

執
筆
し
た
。

同
映
画
は
、
縁
切
寺
の
歴

史
的
実
態
と
か
け
離
れ
た
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の

強
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い

る
。
東
慶
寺
の
姿
を
正
し
く

伝
え
る
必
要
性
か
ら
、
高
木

元
教
授
が
ペ
ン
を
執
っ
た
。

歯
学
部
を
中
退
し
た
主
人

公
が
下
町
の
切
削
加
工
会
社

に
飛
び
込
み
、
旋
盤
工
と
し

て
成
長
す
る
青
春
小
説
『
削

り
屋
』
（
小
学
館
文
庫
）
を

３
月
に
出
版
し
た
∥
前
号
紹

介
。
年
内
に
も
う
２
冊
、
製

造
業
界
が
舞
台
の
下
町
工
場

シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
『
型
屋

社
長
花
丘
明
希
子
』
（
仮

題
）
と
、
全
く
趣
の
異
な
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小

説
の
出
版
を
準
備
す
る
。

「
小
説
を
書
く
の
を
や
め

よ
う
か
と
思
っ

た
時
期
も
あ
り

ま
す
が
、
今
は

絶
好
調
」
。
小

説
の
こ
と
に
な

る
と
言
葉
が
ほ

と
ば
し
る
。
玩

具
業
界
紙
の
記

者
時
代
の
経
験

を
も
と
に
『
恋

人
と
い
っ
し
ょ

に
な
る
で
し
ょ

う
』
を
書
き
、

小
説
す
ば
る
新

人
賞
を
受

賞

（
１
９
９

４

年
）
。
執
筆
の
傍
ら
創
作
教

室
な
ど
で
講
師
を
務
め
、
専

大
で
も
通
算
８
年
間
教
壇
に

立
っ
た
。

小
説
へ
の
こ
だ
わ
り
が
薄

れ
て
い
た
頃
、
大
学
の
サ
ー

ク
ル
「
文
学
研
究
会
」
で
仲

間
だ
っ
た
内
原
康
雄
さ
ん

（
昭
６３
経
営
）
か
ら
	
指
令



が
舞
い
込
む
。
内
原
さ
ん
は

中
小
製
造
業
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
て
商
機
に
つ
な
げ
る

会
社
を
創
業
、
上
野
さ
ん
は

そ
の
広
報
誌
の
取
材
を
頼
ま

れ
る
な
ど
丁
々
発
止
の
つ
き

合
い
が
続
い
て
い
た
。

「
良
い
会
社
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
中
小
製
造
業
の
採

用
活
動
は
厳
し
い
。
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
し
て
盛
り
上
げ
た

い
。
だ
か
ら
こ
の
素
材
で
書

け
。『
書
け
』
で
す
か
ら
」

取
材
を
重
ね
取
り
か
か
っ

た
の
が
、
父
親
の
死
で
傾
き

か
け
た
家
業
を
継
い
だ
女
性

社
長
の
奮
闘
記『
型
屋
』。「
町

工
場
の
隠
れ
た
技
術
を
面
白

く
読
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、
読
者
の
側

に
立
つ
意
識
が
強
く
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
。

東
京
・
墨
田
区
生
ま
れ
。

亡
父
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型

加
工
の
小
さ
な
工
場
を
営

み
、
町
工
場
の
連
な
る
一
画

で
育
っ
た
。
「
機
械
の
音
、

ラ
ジ
オ
の
歌
謡
曲
。
ど
こ
も

戸
を
開
け
放
し
て
い
る
か

ら
、
ご
っ
ち
ゃ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
み
ん
な
同
じ
局
な
ん

で
す
」
。
も
の
づ
く
り
の
技

術
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

	
製
造
業
小
説


は
作
家
と

し
て
の
柱
に
。
日
本
の
高
度

経
済
成
長
に
重
ね
た
作
品
を

構
想
中
だ
。

第
３
回
裁
判
員

ラ
ウ
ン
ジ
開
催

裁
判
員
裁
判
の
実
情
を
裁

判
員
経
験
者
や
弁
護
士
か
ら

聞
く
企
画
「
第
３
回
裁
判
員

ラ
ウ
ン
ジ
」
を
開
き
ま
す
。

裁
判
員
制
度
に
関
心
の
あ
る

方
、
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば

れ
た
方
、
裁
判
員
を
務
め
た

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
入

場
無
料
、
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時
∥
６
月
１３
日
（
土
）

１４
時
～
１７
時

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
号
館
１
階
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ウ
ン
ジ
Ａ

▽
内
容
∥
裁
判
員
制
度
の
概

要
説
明
／
裁
判
員
経
験
者
の

お
話
と
質
疑
応
答
／
懇
談


飯
考
行
法
学
部
准
教
授

E- m
a
i
l
:
i
i
t
@
i
s
c
.
s
e
n

s
h
u
- u
.
a
c
.
j
p

教
育
施
設
設
備
の
整
備
拡

充
の
た
め
、
学
校
法
人
専
修

大
学
に
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
�
ハ
ウ
ス
エ
ム
ア
ン

ド
ア
イ
代
表
取
締
役
の
伊
藤

稔
さ
ん
（
昭
４１
法
）
に
、
本

学
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。伊

藤
さ
ん
は
夫
人
と
と
も

に
４
月
２２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
日
髙
義
博
理

事
長
ら
と
懇
談
し
た
。

校
友
会
定
時
総
会

２
０
１
５

▽
日
時
∥
７
月
５
日
（
日
）

１２
時
開
会

▽
場
所
∥
新
宿
区
「
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル

南
館
５
階
エ

ミ
ネ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
（
Ｊ
Ｒ

新
宿
駅
西
口
か
ら
徒
歩
５

分
）

▽
第
１
部
∥
総
会

▽
第
２
部
∥
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
／
福
引
抽
選
会

※
詳
細
は
校
友
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。


校
友
会
事
務
局
☎
０３
・
３

２
６
５
・
７
５
７
９

校
友
会
代
議
員
会

▽
日
時
∥
６
月
１３
日
（
土
）

１５
時
～

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

３
０
３
教
室

◇
旭
日
双
光
章

岡
山
紘
一
郎
氏
（
昭
４１
経
済

∥
地
方
自
治
功
労
）

◇
旭
日
小
綬
章

甘
竹
秀
雄
氏
（
昭
３３
商
経
∥

元
大
船
渡
商
工
会
議
所
会

頭
）

◇
瑞
宝
双
光
章

市
村
近
夫
氏
（
平
５
経
済
∥

危
険
物
従
事
者
）

※
５
月
１４
日
現
在
判
明

分
。
岡
山
氏
は
２
０
１
４
年

度
秋
の
叙
勲
（
１１
月
３
日
）。

甘
竹
氏
、
市
村
氏
は
２
０
１

５
年
度
春
の
叙
勲
（
４
月
２９

日
）。

選
挙
結
果

【
市
長
】

▽
茨
城
県
那
珂
市
長

海
野

徹
氏
（
昭
４７
法
）

▽
群
馬
県
桐
生
市
長

亀
山

豊
文
氏
（
昭
４８
法
）

【
区
長
】

▽
東
京
都
渋
谷
区
長

長
谷
部

健
氏
（
平
８
商
）

【
町
長
】

▽
東
京
都
大
島
町
長

三


利
弘
氏
（
昭
５３
商
）

▽
宮
崎
県
木
城
町
長

半
渡

英
俊
氏
（
昭
５１
法
）

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉

▽
６
月
２１
日
（
日
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
か
ら
徒
歩

３
分
「
湊
川
神
社
楠
公
会

館
」

武
田
克
之
氏
☎
０
９

０
・
２
０
６
８
・
９
２
２
３

〈
相
模
原
支
部
総
会
〉

▽
６
月
２７
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
小
田
急
相
模
大
野

駅
す
ぐ
「
小
田
急
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
」


渋
谷
隆
宏
氏
☎
０
４
２
・
７

４
４
・
４
８
６
５

〈
北
信
越
連
合
大
会
金
沢
２

０
１
５
〉

▽
７
月
１１
日
（
土
）
１６
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
か
ら

徒
歩
３
分
「
ホ
テ
ル
日
航
金

沢
」

丹
後
智
浩
氏
☎
０
９

０
・
８
２
６
６
・
１
６
２
６

江
戸
東
京

四
季
の
花
を
撮
ろ
う

萩
野
矢
慶
記
著

「
旅
」
を
テ
ー
マ
に
世
界

各
地
の
景
色
を
撮
り
続
け
て

い
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の

萩
野
矢
慶
記
さ
ん
（
昭
３６
商

経
）
が
、
東
京
に
咲
く
花
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
「
花
の

都

江
戸
東
京
」
の
魅
力
を

伝
え
る
一
冊
を
刊
行
し
た

（
Ａ
４
変
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
、
１
３
１
㌻
）。

都
内
を
隅
々
ま
で
歩
い
て

撮
影
し
た
画
像
か
ら
、
雄
大

に
咲
き
乱
れ
る
名
所
を
選

別
。
千
鳥
ヶ
淵
の
サ
ク
ラ

（
春
）
か
ら
は
じ
ま
り
、
高

幡
不
動
尊
の
ア
ジ

サ

イ

（
夏
）
、
旧
芝
離
宮
恩
賜
公

園
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
秋
）
、

上
野
恩
賜
公
園
の
フ
ユ
ボ
タ

ン
（
冬
）
な
ど
、
４５
種
類
の

花
を
掲
載
し
て
い
る
。
撮
影

意
図
や
使
用
し
た
レ
ン
ズ
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
と
い

っ
た
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、

撮
影
場
所
の
歴
史
や
由
来
な

ど
の
解
説
も
書
か
れ
て
お

り
、
観
光
や
散
策
に
も
活
用

で
き
る
。

巻
頭
の
「
江
戸
東
京

花

の
撮
り
方
」
で
は
、
プ
ロ
の

視
点
か
ら
、
良
い
写
真
の
撮

り
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
花
の

美
し
さ
を
満
喫
し
、
同
時
に

花
の
撮
影
を
楽
し
む
コ
ツ
を

紹
介
し
て
い
る
。
（
日
本
カ

メ
ラ
社
・
本
体
１
８
５
０
円

＋
税
）

�
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
‼

�

私
の
後
輩
で
、
必
ず
目
を
見
て
、
明
る

く
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
女
性

が
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
誰
に
で
も
、
い
つ

も
同
じ
よ
う
に
！

そ
の
女
性
の
あ
い
さ

つ
は
、
抑
揚
の
な
い
あ
い
さ
つ
で
は
な

く
、
「
！
」
や
「
♪
」
な
ど
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
気
分

が
滅
入
っ
て
い
た
時
な
ど
に
は
、
一
瞬
で

爽
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
場
の
雰
囲
気
を
も
明
る
く
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
状
況
で
も
「
あ
い
さ
つ
」
は
、

人
間
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
最
初
の
「
扉
」
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

「
礼
儀
」と
相
手
を「
思
い
や
る
気
持
ち
」

が
必
要
で
す
。
自
分
に
と
っ
て
は
何
気
な

い
一
言
や
良
か
れ
と

思
っ
て
取
っ
た
行
動

で
も
、
相
手
に
と
っ

て
は
不
快
に
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

誰
に
で
も
、
気
の
合

う
人
も
い
れ
ば
合
わ

な
い
人
も
い
て
、
性

格
が
合
う
人
も
い
れ

ば
合
わ
な
い
人
も
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
ん

な
時
で
も
元
気
な
「
あ
い
さ
つ
」
に
よ
っ

て
、
友
人
、
先
輩
・
後
輩
、
教
員
の
方
々

と
適
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
「
扉
」
が
開
か
れ
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
さ
れ
る
問
題
を
も
回
避
で
き
る
「
き
っ

か
け
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
学
生
活
に
お
い
て
、
時
に
は
相
手
か

ら
理
不
尽
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
、
嫌
な

態
度
を
取
ら
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、
は
っ

き
り
と
自
分
の
考
え
や
思
い
を
言
葉
な
ど

で
意
思
表
示
し
て
相
手
に
伝
え
、
相
手
の

考
え
や
思
い
を
聴
い
て
み
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
ま
た
、
逆
に
自
分
自
身
も
相
手
に

思
い
や
り
の
な
い
言
葉
を
発
し
て
い
な
い

か
、
無
愛
想
な
態
度
を
取
っ
て
い
な
い
か

立
ち
止
ま
っ
て
見
つ
め
直
す
気
持
ち
も
大

切
で
す
。

ま
ず
は
皆
さ
ん
も
元
気
な
「
あ
い
さ

つ
」
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

「
扉
」
を
開
き
、
一
人
一
人
が
充
実
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
作
り
あ
げ
て
い
け

る
よ
う
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
！

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
北
田

敬
子
）

せ
い
き
ん

第
４８
回
青
衿
祭

新
入
生
を
歓
迎
す
る
連
合

県
人
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「P

e
a
c
e

b
e
g
i
n

w
i
t
h

a
s
m
i
l
e

～

笑
顔
か
ら
は
じ
ま
る
～
」。

会
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
、
沖
縄
出
身
の
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
「
か
り
ゆ
し
５８
」
に

よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
。

▽
日
時
∥
６
月
６
日
（
土
）

１７
時
開
演

▽
場
所
∥
座
間
市
立
市
民
文

化
ホ
ー
ル
（
小
田
急
線
「
相

武
台
前
駅
」
徒
歩
１５
分
）

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
/
/

s
e
i
k
i
n
.
j
i
m
d
o
.
c
o
m
/

）

で
。

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
「
第
２８
回
サ
マ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

▽
日
時
∥
６
月
１９
日
（
金
）

１８
時
３０
分
開
演

▽
場
所
∥
川
崎
市
多
摩
市
民

館
大
ホ
ー
ル

▽
曲
目
∥
ブ
ラ
ー
ム
ス
‥
交

響
曲
第
４
番
ホ
短
調
／
ハ
チ

ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
‥
組
曲
「
仮

面
舞
踏
会
」
／
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
‥「
ス
ラ
ヴ
行
進
曲
」

▽
指
揮
者
∥
橘
直
貴
氏

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
s
e
n
p
h
i
l
.
j
p
/

）
で
。

入
場
無
料
。

高
額
ご
寄
付
の
伊
藤
稔
さ
ん
に
感
謝
状

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
い
さ
つ
か
ら
…

映
画
パ
ン
フ
に
縁
切
寺
解
説
文

映
画
パ
ン
フ
に
縁
切
寺
解
説
文

高
木

侃
元
法
学
部
教
授

▲ 日髙理事長（左端）と伊藤さんご夫妻

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

＜校友＞

�

Ⓒ
２
０
１
５
「
駆
込
み
女
と
駆
出
し
男
」
製
作
委
員
会

ものづくりの素晴らしさ伝える

町
工
場
を
テ
ー
マ
に
す
る
小
説
家

う
え

の

あ
ゆ
む

上
野

歩
さ
ん（

昭
６３
文
）

�

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
指
導
す
る
こ
と
も
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